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論文内容の要旨
最近 Murman & Cole は楕円双曲混合型の緩和法を導入し，なめらかな形状の物体を過ぎる 2次元遷
音速流れ場の計算に成功した。この論文ではこの方法を拡張して一様音速流中の細長円錐頭円柱を過
ぎる全体的な流れ場を計算している。解は遷音速微小変動理論に基づき，物理面上の境界値問題とし
て求められている。物体上の境界条件として細長物体近似の式，物体から遠方での条件としてGuderley
の漸近解が適用されている。物体表面上の特異点としての先端及び肩付近で解析解が求められて，両
付近の流れの様子が明らかにされている D これらの局所解は数学的厳密さを失なわずに数値計算を容
易にかっ簡単にする。
結果は円錐頭円柱特有の流れ場を示している。肩付近で Prandtl- Meyer流に似た有心膨張波を有し，
その後流側に弱い衝撃波が存在する。圧力分布に関する実験値との比較より，本論文における方法は
他の近似法に比してよい一致を示している。又，細長物体近似及び Guderley の漸近解の成立する領域
を表わし物体先端及び肩の影響を明らかにしている。
自由流中の流れ場の結果を基にして，風洞内の円錐頭円柱を過ぎる流れ場の計算を上と同様の緩和
法を用いて行ない，固定壁の流れ場に及ぼす影響について考察している。計算は種々の風illiJ半径に対
して行なわれ，結果ぼくさびを過ぎる 2 次元流の場合とは興味深い相違を示している。
本論文で用いられた数値法は物体形状のなめらかでない他の回転体をすぎる遷音速流の計算に対し
でも適用が容易であろう。
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論文の審査結果の要旨
1950年代に基礎式が確立されて，以来，一二の近似解が提案された。然し本質的な解決は， 1971年
Murman & Cole の緩和法等が発表されて後のことである。本論文においてはじめて物体先端付近の
解析解を求め，これと外部解の接続法を考察している。又，物体の肩近傍では Fal I< ovich の相似解，
再に無限遠力の境界条件に Guderley の漸近解等を適用し，それらのマッチングのために数値積分を
行なった。
この種の非線型流れの解として最も信頼度の高いものであり，従っ τ，実験結果をもよく説明する
ことができる。例えば，又，風洞効果について二次元流の推論とは余程異なる結果になることを示し
ている。
理論的興味にとどまらず，今後の空力設計上の手法としても有効で、あり，学位論文として価値ある
ものと認める。
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